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和 漢薬成分 の 抗腫 瘍作 用 に関す る 薬理学的研 究

（1 ）：蘇 木 の グル タ ミン 合成 酵 素 阻害作 用

東 京 医 科大 学 薬 理学教 室

渡 辺 泰雄 、 劉　紀 莎、 佐 藤勝 彦 、渋谷 　健

［目的〕蘇 木 （Caesalpinia　 sappon 　 L）の 急性 前骨髄性 白血 病 由来 細胞 （HL−−

60）に お け る成 長 曲線並び ｝ζ glutamine 合 成酵 素 （GS）活 性 に 及 ぼ す 影 響 を

比 較検索 し、抗腫 瘍 効 果 の 有 無 を 考察 した 。 ［方法 ］1）蘇 木 水 溶 液 の 作 製 ：

蘇木 5g を再蒸 留水 5　m1 で 2 時 間浸 潤 した 後、 1 時 間煮 沸 し 上 清 液 を 採 取

した 。 更 に 、 5ml の 再 蒸留永 を加 え 30分 間沸騰 させ た の ち、上 清液 を分

取 し 、 先 の 上 清液 と混合 し て 、 4 ℃ で 一昼 夜静 置 した 後 、 3000rpm で 30

分 間遠沈 し上 清液 の み を再煮 沸濃縮 し て 、 1g ／ml の 濃度 に 最終 調整 し た 。

こ れ らの 濃縮 液 は O．　45　1‘　m の フ ィ ル タ ーで ろ 過 して 本 実 験 に供 した 。 2）GS

活 性 定量法 ： HL−−60を、 15
，30，60，90， 120 ， 180 ， 240 分 間 イン キ ュ ベ ー

ト後 、

1mM 　 immidazole処 置 を行 い 、　 Samuels　 et　 a1 ．（1978） の 方 法 に 準 拠 して

分 光 ．“6度 計 （ best　 30， 日本分 光製）に よ りGS活 性値 を 測 定 した。 3）細胞

成 長 曲線 の 作 製 ： HL −60 （5− IOxlO4　 cells ／m1 ）をイ ン キ ュ ベ ー
トし た 後 、

血球 計算 盤 で 増加 数を計測 した 。 ［結 果］1）HL− 60の GS活 性 は 、37℃ で イ ン

キ ュ ベ ー トす る と、経 時的 に 促進 し た 。即 ち 、 HL− 60内 GSの 初期 活性 は 約

0，3munit ／103cellsで あ っ たが 、 2 時間 の イ ン キ ュ ベ ー トに よ り30−・40％

の 活 性 上 昇が 認 め られ た 。

一
方、蘇 木 2 μ 1／厠 1を HL−60 に 前 処 置 す る と、

GS活性 は 、 2 時間 イ ン キ ュ
ベ ー トした 後 も、初 期値 とほ ぼ 同 程度 で あ り、

HL −60 の 細 胞活性 の 増 加 は 認 め られ な か っ た 。 2）肌 一60 の 細胞 増殖 率 は 、

37℃ で イ ン キ ュ ベ ー トの 2 時 間後 40− 50 ％， 4 時間 後 60−・70 ％で あ っ た 。

一
方、蘇 木 2 μ 1／m1 の 前 処 置 に よ り、 HL−60の 増 殖 率 は 有 意 に 抑 制 され 、

4 μ lfmlで は 、 更に 抑 制 され た。 ［考察 お よび 結 論］蘇 木 は 、 2　li　1／ml の 濃

度 で HL− 60の 成長 曲線 並 び にGS活 性 に 対 し て 有意 （p＜0．01）に 抑 制 し た 。 即

ち 、 肌 一60の 戚 長 曲線 とGS活 性 値 に は 相 関 性 が 認 め られ 、 しか も、 こ の 抑

制 効果 は 用量依 存 的 で あ っ た 。 以上 の 結 果 か ら、 蘇木 に 抗 腫瘍 作用 の あ る

こ とが 示 唆 され た 。

一37 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


